
声援をありがとう～北原佳奈選手、感謝の凱
が い

旋
せ ん

～
サッカー女子Ｗ杯で準優勝に輝いたなでしこジャパンの一員として活躍した、本市出身
の北原選手が７月21日、北村市長を訪ね、声援への感謝と今後の抱負を話しました。

M
arch

　 　元 気 共 奏　飛 躍 ふじえだ
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地
震
か
ら
大
切
な
地
域
と
命
を
守
る

犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
「
巨
大
地
震
」。
大
切
な
地
域
や
命
を
守
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
は
、
何
を
す

べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

今
号
で
は
、
行
政
・
地
域
・
家
庭
ご
と
、
そ
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。問

危
機
管
理
課　

☎
６
４
３
・
３
１
１
９

昭
和
51
年
８
月
に
、
静
岡
県
を
中
心
と

し
た
東
海
地
域
で
「
大
地
震
が
明
日
起
き

て
も
不
思
議
で
は
な
い
」
と
の
『
東
海
地

震
説
』
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
40
年
余
り
が
経
過
し
「
地
震

が
起
き
る
と
い
わ
れ
る
の
が
『
当
た
り

前
』
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
声
を
耳
に

す
る
こ
と
も
。
皆
さ
ん
の
地
震
に
対
す
る

「
意
識
」
や
「
備
え
」
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。

地
震
は
起
き
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
ど
こ

か
で
「
誰
か
が
助
け
て
く
れ
る
」「
な
ん

と
か
な
る
」
な
ど
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ

て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
れ
だ
け
の
規
模
の

地
震
が
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
中
で
、

少
し
の
油
断
が
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

す
引
き
金
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

そ
う
し
た
地
震
へ
の
危
機
感
の
薄
れ
が

懸
念
さ
れ
る
中
で
発
生
し
た
の
が
「
東
日

本
大
震
災
」
で
す
。

平
成
23
年
３
月
11
日
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
０
を
示
し
た
、
日
本
観
測
史
上
最

大
の
大
地
震
が
発
生
。
想
定
を
は
る
か
に

超
え
る
津
波
や
原
子
力
災
害
な
ど
を
引
き

起
こ
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者
約
２
万
人

と
い
う
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
害
を
受
け
た
ま
ち
の
姿
は
変
わ
り
果

て
、
現
在
も
復
興
は
道
半
ば
の
状
況
で
す
。

こ
の
様
子
を
目
に
焼
き
付
け
、
心
に
刻
み
、

教
訓
と
し
て
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
、
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

内
閣
府
で
も
、
こ
の
教
訓
を
生
か
し
、

今
後
起
こ
る
と
さ
れ
る
「
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
」
の
被
害
想
定
を
発
表
。
そ
れ
を

受
け
、
県
で
は
よ
り
具
体
的
な
被
害
想
定

を
盛
り
込
ん
だ
「
静
岡
県
第
４
次
地
震
被

害
想
定
」
を
平
成
25
年
に
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
被
害
想
定
か
ら
は
、
市
内
の
広
い

８
月
30
日
に
合
同
防
災
訓
練
を
実
施

想
定
さ
れ
る
被
害
に
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
に
、
県
で
は
、
毎
年
、
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
。
今
年
は
、
８
月
30
日
に
藤
枝

市
・
焼
津
市
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
総
合
運
動
公
園
を
メ
ー
ン

会
場
に
、
市
立
総
合
病
院
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
藤
枝
平
成
記
念
病
院
、
市
民
体
育

館
で
訓
練
を
実
施
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
発
生
を
想
定
し
、
大
切
な
地
域
と
皆

さ
ん
の
命
を
守
る
た
め
に
、
防
災
関
係
機

関
が
連
携
し
て
実
施
す
る
各
会
場
の
訓
練

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

志太医師会・藤枝歯科医師会・藤枝薬剤師会・航空自

陸上自衛隊・静岡県警察・志太
消防本部・国土交通省などによる
「救出・救助」を中心とした実践
型訓練を実施。また、自主防災会
と中学生・高校生を中心とした災
害対応資機材操作訓練などを実施
します。

市と応援部隊による現場指揮本部の設置や情報収集 ヘリポートを開設し、孤立地区と見立て、ヘリ誘

① 総合運動公園
サッカー場前広場「救護所」

多目的広場「救出・救助」

中央広場「本部・各種展示・生活支援」 陸上競技場「救出・救助」

② 

市
立
総
合
病
院

災
害
医
療
エ
リ
ア
と
し
て
、
災
害
拠
点

病
院
を
開
設
し
、
搬
送
さ
れ
て
き
た
重
症

患
者
の
受
け
入
れ
や
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
な

ど
を
実
施
。
患
者
の
一
部
を
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
り
、
富
士
山
静
岡
空
港
へ
広
域

③ 

保
健
セ
ン
タ
ー

救
護
所
エ
リ
ア
と
し
て
、
医
師
会
救
護

所
の
開
設
・
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

④ 

平
成
記
念
病
院

災
害
医
療
エ
リ
ア
と
し
て
、
救
護
病
院

を
開
設
し
、
搬
送
さ
れ
て
き
た
中
等
症
患

者
の
受
け
入
れ
や
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

⑤ 

市
民
体
育
館

検
視
・
検
案
エ
リ
ア
と
し
て
、
遺
体
検

視
訓
練
と
検
視
を
終
え
た
遺
体
の
収
容
・

こ
の
救
護
所
は
、
医
療
救
護
計
画
の
見
直

し
に
よ
り
新
設
し
た
も
の
。
発
災
か
ら
数

日
後
に
、
中
等
症
患
者
の
受
け
入
れ
の
た

め
に
、
患
者
数
の
状
況
に
よ
り
設
置
し
ま

訓練のほか、防災関係機関・
事業所による防災啓発や防
災展を実施。生活支援エリ
アでは、物資輸送のほか炊
き出しやライフライン復旧
訓練も実施します。

導訓練などを実施。自衛
隊の中型ヘリが離着陸し
ます。また、サブ会場と
して、滝沢ふれあい広場
でもヘリ誘導訓練を実施
します。

衛隊などによる、救
護所開設・運営訓練
を実施。トリアージ
訓練では、中等症以
上の患者を救護病院
などに搬送します。

搬
送
し
ま
す
。

そ
の
他
、

病
院
の
敷
地

内
で
電
気
や

ガ
ス
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
復

旧
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

す
。そ

の
他
、
日

本
赤
十
字
社
に

よ
る
救
護
活
動

も
実
施
し
、
災

害
時
の
医
療
救

護
体
制
に
つ
い

て
の
検
証
を
行

い
ま
す
。

安
置
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

※
訓
練
当
日
は
、

午
前
８
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
、 

市
民
体
育
館
・
市 

武
道
館
の
利
用

が
で
き
ま
せ
ん
。

※８月25日㈫～30日㈰は、訓練準備・実施のため、
総合運動公園内の全施設の利用ができません。
※訓練は見学することができますが、駐車場の使
用はできません。

範
囲
で
震
度
６
強
か
震
度
７
の
強
い
揺
れ

が
発
生
し
、
家
屋
の
倒
壊
や
、
木
造
家
屋

の
密
集
し
た
住
宅
街
で
の
延
焼
火
災
が
発

生
す
る
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

「
東
日
本
大
震
災
」
を
教
訓
に

特集　地震から大切な地域と命を守る
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「
公
助
」「
共
助
」

の
活
動
を
紹
介
し

て
き
ま
し
た
が
、

大
切
な
命
を
守
る

た
め
に
最
も
重
要

な
の
は
、
家
庭
で

日
頃
か
ら
災
害
に

備
え
た
り
、
災
害

共
助
を
固
め
る
自
主
防
災
会

地
域
ぐ
る
み
で
巨
大
地
震
に
備
え
る

同報無線テレホンサービス
　「こちらは広報ふじえだです…」で始まる、
同報無線の内容を電話（フリーダイヤル）で聞
くことができます。放送が聞き取れなかった場
合など、もう一度内容を確認したいときにご利
用ください。
フリーダイヤル　0120･17･5040
※☎646･5040（有料）でも聞くことができます。
※最新の放送内容から流れます。
※24時間以内の内容が確認できます。

防災訓練に参加しよう
８月30日㈰を中心に、市内各地区で防災訓練が

実施されます。
地域とのつながりが、地震から命を守る大きな
力となります。「いざ」というときのために、防
災訓練に参加しましょう。
※自主防災会ごと訓練が実施されます。日時など
詳しくは、お住まいの地区の自主防災会にお
問い合わせいただくか、市ホームページをご
覧ください。

キックオフメール
携帯電話などのＥメール機能を利用した、

メール配信サービス「キックオフメール」。
登録すると、地震や台風などの防災情報のほ

か、同報無線の放送内容、市役所からのお知ら
せ、市内のイベント情報など、市民の皆さんに
役立つ情報を受け取ることができます。登録は
無料。誰でも簡単に登録できます。
登録はこちら（QRコード）から→
※通信料が掛かります。

大
切
な
「
共
助
」
と
「
自
助
」
の
意
識

市
役
所
や
消
防
、
警
察
な
ど
に
よ
る
救

助
活
動
や
支
援
物
資
な
ど
、
公
的
な
支
援

を
「
公
助
」
と
い
い
ま
す
。
地
震
に
よ
る

被
害
や
犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
、
各
機
関

が
連
携
し
、
万
全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。
今
号
で
紹
介
し
た
防
災
訓
練
は
、
ま

さ
に
公
助
を
強
化
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

し
か
し
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
よ

う
な
広
範
囲
に
及
ぶ
巨
大
地
震
が
発
生
し

た
場
合
、
す
べ
て
を
公
助
に
よ
り
対
応
す

る
こ
と
は
不
可
能
。
待
っ
て
い
る
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
に
暮
ら
す
人
同
士
が
自
主

的
に
助
け
合
っ
て
行
動
を
起
こ
す「
共
助
」

の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
力
を
発
揮
す
る
の
が
、

町
内
会
な
ど
の
単
位
で
結
成
さ
れ
た
「
自

主
防
災
組
織
」。
お
互
い
に
助
け
合
え
る

地
域
を
目
指
し
、
市
内
に
は
２
０
４
の
自

主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
。
裏
面
に
は
非
常
用
品
の
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
も
付
い
て
い
ま
す
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
危
機
管
理
課
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

① 

わ
が
家
の
耐
震
化

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

強
い
揺
れ
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や
家
具
の

転
倒
に
よ
る
圧
死
が
死
因
の
８
割
以
上
を

占
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
家
の
耐
震
化
を
進

め
、
地
震
か
ら
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

② 

わ
が
家
の
家
具
の
転
倒
防
止

家
の
倒
壊
を
防
い
で
も
、
揺
れ
で
転
倒

し
た
家
具
で
け
が
を
し
た
り
、
押
し
つ
ぶ

さ
れ
た
り
し
て
、
最
悪
の
場
合
は
死
に
至

自
主
防
災
会
で
は
、
日
頃
か
ら
地
域
内

の
危
険
箇
所
の
確
認
や
、
災
害
を
想
定
し

た
消
火
・
応
急
手
当
訓
練
な
ど
を
定
期
的

に
実
施
。
ま
た
、
防
災
研
修
会
な
ど
を
開

催
し
て
、
地
域
の
一
人
一
人
の
防
災
知
識

を
高
め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
否

確
認
、
避
難
誘
導
、
初
期
消
火
、
救
出
・

救
護
な
ど
の
活
動
や
、
避
難
所
の
管
理
・

運
営
を
行
い
ま
す
。

そ
の
中
で
中
心
的
存
在
と
し
て
活
動
す

る
の
が「
地
域
防
災
指
導
員
」。
市
内
で
は
、

専
門
知
識
を
持
つ
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

現
在
６
７
６
人
が
自
主
防
災
会
活
動
の
充

実
と
地
域
防
災
力
の
底
上
げ
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

時
に
は
自
主
的
に
避
難
し
た
り
す
る
な
ど
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う「
自
助
」

の
意
識
で
す
。

そ
こ
で
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

地
震
対
策
を
行
う
際
に
、
何
を
す
れ
ば
い

い
の
か
を「
わ
が
家
の
地
震
対
策
３
本
柱
」

と
し
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
ま
し

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
な
ど

を
対
象
に
、
家
具
を
３
台
ま
で
無
料
で
固

定
す
る
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
活
用

し
て
家
具
の
固
定
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

※
補
助
対
象
に
は
条

件
が
あ
り
ま
す
。

③ 

わ
が
家
の
非
常
用
品
の
準
備

家
の
耐
震
化
と
家
具
の
固
定
に
よ
り
、

地
震
か
ら
身
を
守
る
準
備
が
で
き
た
ら
、

最
後
は
非
常
用
品
の
準
備
で
す
。

近
隣
の
市
町
や
県
内
の
広
い
範
囲
に
わ

た
り
、
同
時
に
被
災
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
物
資
の
輸
送
な
ど

が
滞
り
、
避
難
生
活
の
長
期
化
も
予
想
さ

地震が発生した際の「自助」「共助」「公助」の重要度の割合は、７：
２：１。一番大切なのは自助です。とにかく、自分の身は自分で守る
という意識を持つことが大切です。
その次に共助があります。ここで重要なのが、普段のコミュニケー
ション。お祭りや運動会などの地域活動に参加することが、実は防災
活動につながっています。共助というと、地域の大きな組織と考えて
しまうかもしれませんが、「向こう三軒両隣」といった近所の皆さん
も一つの共助。ですから、日頃のあいさつなども大切なことなのです。

今年は８月30日㈰を中心に、市内の各地区で防災訓練が行われま
す。皆さんは、防災訓練に参加していますか？
防災訓練の「マンネリ化」という声をよく聞きます。しかし、実際
の災害時に的確に行動するためには、やはり繰り返し訓練を行い、積
み重ねていくことが必要です。
ただし、訓練が地域の実情に即しているかどうかは、しっかりと考
えるべきこと。目的意識を持って訓練を積み重ねて「習得する」こと
で、いざというときに力を発揮することができるのです。
家庭での備えを見直すことと合わせて、防災訓練に参加し、地域の
絆を深め、やってくる巨大地震に備えましょう。

特集　地震から大切な地域と命を守る

自主防災リーダーからのメッセージ
私たちの力で、藤枝を、そして命を守ろう

犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

藤枝市地域防災指導員連絡会
会長　藤田和成さん

れ
ま
す
。

非
常
食
・
飲
料
水

は
、
７
日
分
以
上
の

備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。

本
市
で
は
、
巨
大
地
震
に
対
し
て
万
全

の
備
え
を
す
る
こ
と
に
よ
り
「
犠
牲
者
ゼ

ロ
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
市
民

の
皆
さ
ん
の
命
を
、
一
人
と
し
て
失
い
た

く
な
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
の
ど
れ
か
一
つ
で
も
欠
け
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
地
震
に
対
す
る

あ
な
た
の
意
識
を
見
つ
め
直
し
て
く
だ
さ

い
。
共
に
、
大
切
な
藤
枝
の
ま
ち
、
そ
し

て
か
け
が
え
の
な
い
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▲研修を受講する地域防災指導員の皆さん

4広報ふじえだ広報ふじえだ
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﹁
健
康
﹂﹁
学
ぶ
﹂﹁
く
ら
し
﹂

﹁
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
﹂﹁
食
べ
る
﹂
な

ど
、
皆
さ
ん
が
興
味
の
あ
る
分
野

の
知
識
を
、
無
料
で
得
る
こ
と
が

で
き
る
﹁
ふ
じ
え
だ
・
ま
ち
ゼ
ミ
﹂。

買
い
物
の
楽
し
み
が
広
が
る
こ
と

に
加
え
、
新
し
い
店
舗
の
開
拓
や

新
た
な
仲
間
と
の
出
会
い
の
場
と

し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

参
加
す
る
店
舗
も
、
講
座
を
開

く
こ
と
で
さ
ら
に
知
識
を
磨
き
、

専
門
性
が
向
上
。
店
舗
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
に
も
な
り
、
新
た
な

顧
客
の
獲
得
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
魅
力
あ
る
店
舗
が
増
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ち
全
体
の

活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

い
い
こ
と
づ
く
め
の

「
ふ
じ
え
だ
・
ま
ち
ゼ
ミ
」

ま
ち
ゼ
ミ
が
さ
ら
に
魅
力
的
に

第４回ふじえだ・まちゼミ

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
３
回

の
﹁
ふ
じ
え
だ
・
ま
ち
ゼ
ミ
﹂
を

開
催
。
参
加
店
・
受
講
者
と
も
着

第５回ふじえだ・まちゼミ参加店募集
　平成28年１月に開催予定の第５回 
まちゼミに、講師として参加してみ
ませんか。
※詳しくは、お問い合わせください。

得  

す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
ふ
じ
え
だ
・
ま
ち
ゼ
ミ
」

商
店
の
店
主
や
ス
タ
ッ
フ
が
講
師
と
な
り
、
プ
ロ
な
ら
で
は
の
専
門
知
識
や
技
術
、
生

活
に
役
立
つ
知
恵
な
ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
、
少
人
数
制
の
講
座
「
ふ
じ

え
だ
・
ま
ち
ゼ
ミ
」
を
紹
介
し
ま
す
。　
　

問
商
業
観
光
課　

☎
６
４
３
・
３
０
７
８

「ふじえだ・まち
ゼミの会」代表
曽根克則さん

　

ま
ち
ゼ
ミ
の
仕
組
み
こ
そ
が

個
店
の
魅
力
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
、
皆
さ
ん
に
最
高
の
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
と
確
信
し
、

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
2
年
。
現
在

は
参
加
店
の
皆
さ
ん
の
努
力
で

講
座
の
質
も
向
上
し
、
受
講
者

の
皆
さ
ん
か
ら
も
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
ま

ち
ゼ
ミ
を
受
講
し
て
、
こ
だ
わ

り
の
店
主
や
す
て
き
な
仲
間
と

出
会
い
、
藤
枝
の
個
店
の
魅
力

を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

実
に
増
え
て
い
ま
す
。
第
３
回
開

催
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
受
講

者
の
98
％
が
満
足
と
回
答
。﹁
役

に
立
つ
知
恵
を
教
え
て
も
ら
え

た
﹂﹁
専
門
店
な
ら
で
は
の
魅
力

が
あ
る
。
ま
た
行
き
た
い
﹂
な
ど

の
声
が
あ
り
、
店
舗
の
フ
ァ
ン
づ

く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
ゼ
ミ
の
充
実
の
た

め
、
参
加
店
舗
が
自
主
的
に
集
ま

り
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
参

加
店
舗
同
士
の
つ
な
が
り
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
店
み
ん
な

で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い

の
も
と
、
商
店
の
魅
力
に
さ
ら

に
磨
き
を
か
け
て
開
催
さ
れ
る

﹁
ふ
じ
え
だ
・
ま
ち
ゼ
ミ
﹂。
ぜ
ひ
、

皆
さ
ん
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

個店の魅力
を再発見

　
楽
し
い
講
座
が
　

　
い
っ
ぱ
い
！
　

み
ん
な
来
て
ね
！

私
た
ち
が
講
師

で
す
！

頑
張
り
ま
す
！

　バラエティーに富んだ45店舗が、
全57講座を開催します。
とき／９月１日㈫～ 30日㈬
ところ／市内各店舗など
定員／各講座３～10人（申込順）
参加料／無料（一部教材費が必要）
申し込み／８月19日㈬から、電話で
各店舗へ

※詳しくは、市
ホームページ
をご覧ください。
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夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を

伝
え
る
「
夢
の
教
室
」

藤
枝
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
本
市
で
は
「
夢
の
教
室
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
夢
の
教
室
と
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
競
技
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
「
夢

先
生
」
と
し
て
迎
え
、
実
体
験
に
基
づ

い
た
授
業
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
も

の
。
平
成
21
年
か
ら
全
市
立
小
学
校
の

５
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
市
は
今
後
も
、
夢
を
持
つ

大
切
さ
を
伝
え
る
取
り

組
み
を
続
け
、
子
ど

も
た
ち
の
輝
く
未

来
を
応
援
し
て

い
き
ま
す
。

輝け！藤
枝の子ど

もたち

～夢が人
を育て、

人がまち
を育てる

～

本市では、「サッカーを核としたまちづくり」の一環として、
子どもたちに夢を持つことの大切さを伝え、藤枝が誇れる人
を育てる取り組みを進めています。

問サッカーのまちドリームプラン推進室　☎643･3138

長谷部選手の出身校である青島東小
学校の子どもたちに、夢とそれに向
けて頑張っていることを聞きました。

子どもたちの夢

ま
だ
自
分
の
「
夢
」
が
見
つ
か
ら
な
い

人
は
、
ま
ず
は
、
日
々
の
生
活
の
中
で
見

つ
か
る
小
さ
な
「
目
標
」
で
も
い
い
の
で

す
。
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
で
、
充

実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

で
す
。

夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
後
悔

す
る
こ
と
な
く
、
満
足
し
た
人
生
を
送
る
。

そ
の
よ
う
な
人
が
増
え
て
い
く
こ
と
で
、

藤
枝
と
い
う
「
ま
ち
」
の
元
気
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

夢
や
目
標
を
持
つ
こ
と
で

「
ま
ち
」
の
元
気
に
つ
な
が
る

皆
さ
ん
は
、
夢
を
持
っ
て
い
ま
す

か
？夢

を
持
ち
、
そ
れ
を
か
な
え
る
た

め
に
努
力
す
る
こ
と
で
、
人
と
し
て

成
長
し
、
自
ら
の
未
来
を
輝
く
も
の

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
市
出
身
の
長
谷
部
誠
選
手
も
、

夢
を
追
い
続
け
る
人
の
一
人
。
ど
ん

な
に
つ
ら
い
と
き
も
あ
き
ら
め
ず
、

夢
を
追
い
続
け
る
長
谷
部
選
手
の
姿

は
、
子
ど
も
た
ち
に
多
く
の
感
動
と
、

夢
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
夢
に
向
か

う
力
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
長
谷
部
選
手
の

背
中
を
見
て
思
い
描
い
た
夢
は
、
一

体
ど
ん
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

「
夢
」
を
追
い
か
け
る

長
谷
部
選
手
と
子
ど
も
た
ち

 ２年３組
山﨑里沙さん　

夢は看護師になり、多くの人
を救いたいです。そのために、
思いやりの心や優しさを理解
できるようにしていきます。

 ６年４組
和田みなみさん　

誰にでも優しくできるように
なりたいです。周りに困って
いる人がいたら、すぐに助け
てあげるようにしています。

 ４年３組
杉本遼馬さん　

夢は消防士になることです。
命を守る大切な仕事なので、
今からしっかり体を鍛えてい
ます。

 ５年１組
宇野慎吾さん　

一流のコックになりたいです。
そのために、母の料理を見て
学び、食事の準備などに進ん
で取り組んでいます。
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７
月
６
日
、
焼
津
市
役
所
で
藤

枝
・
島
田
・
焼
津
の
３
市
長
に
よ

る
市
長
会
談
を
行
い
ま
し
た
。
会

談
で
は
、
生
活
圏
を
一
体
と
す
る

志
太
地
域
の
一
層
の
発
展
の
た
め
、

連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
３
市
で
広
域
的
に
利
活
用
で
き

る
公
共
施
設
の
、
相
互
利
用
の

促
進
や
再
配
置
な
ど
の
研
究
に

取
り
組
む
。

・
志
太
地
区
の
地
域
医
療
の
底
上

げ
の
た
め
、
病
院
・
地
域
間
の

連
携
強
化
の
研
究
に
取
り
組
む
。

・
３
市
の
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
や
子

育
て
支
援
制
度
、
施
設
情
報
な

ど
を
、
共
同
で
情
報
発
信
す
る

た
め
の
手
段
を
検
討
す
る
。

活力ある志太地域の実現を目指して～志太３市市長会談～ 問連携交流課　☎643･3229

市民約100人が参加～災害時給水活動研修会を開催～ 問上水道課　☎646･4115

新たに３団体が登録～まち美化里親制度同意書調印式～ 問市民活動団体支援室　☎643･3274

藤の里ニュースネットワークは、市政の動き
を分かりやすくお知らせするコーナーです。

ネットワークニュース

Aug．

藤の里

Fujieda City News

スタントマンが自転車事故を実演～自転車マナーアップ教室～ 問協働政策課　☎643･3189

　

７
月
11
日
・
12
日
、
水
道
事
務

所
で
災
害
時
給
水
活
動
研
修
会
を

開
催
し
、
市
民
約
１
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

大
切
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ

で
あ
る
水
の
供
給
。
地
震
な
ど
の

災
害
発
生
時
に
、
円
滑
な
給
水
活

動
を
行
う
た
め
、
体
験
型
の
実
習

を
通
し
て
知
識
を
習
得
し
て
も
ら

う
の
が
、
研
修
の
目
的
で
す
。

　

参
加
者
は
、
給
水
車
や
給
水
タ

ン
ク
、
消
火
栓
に
給
水
を
行
う
た

め
の
管
や
ホ
ー
ス
を
設
置
し
、
給

水
袋
や
ポ
リ
タ
ン
ク
へ
の
給
水
を

体
験
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
男
性

は
「
災
害
時
の
給
水
方
法
が
よ
く

わ
か
っ
た
。
日
頃
か
ら
災
害
に
備

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

7
月
14
日
、
藤
枝
北
高
校
で
自

転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
乗
用
車
と
自
転
車
が

衝
突
す
る
事
故
や
、
ト
ラ
ッ
ク
の

内
輪
差
に
よ
る
自
転
車
巻
き
込
み

事
故
な
ど
を
プ
ロ
の
ス
タ
ン
ト
マ

ン
が
実
演
。
全
校
生
徒
約
６
０
０

人
が
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た

め
の
自
転
車
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

飛
び
出
し
て
き
た
自
転
車
と
乗

用
車
が
衝
突
す
る
実
演
で
は
、
ス

タ
ン
ト
マ
ン
が
運
転
す
る
乗
用
車

に
高
校
生
が
同
乗
。
事
故
の
衝
撃

の
大
き
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。
高

校
生
は
「
す
ご
い
衝
撃
で
怖
か
っ

た
」
と
話
し
、
見
通
し
の
悪
い
交

差
点
で
の
、
一
時
停
止
の
重
要
性

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

公
園
・
道
路
・
河
川
な
ど
の
公

共
施
設
を
子
ど
も
に
見
立
て
、
市

民
や
企
業
な
ど
が
「
里
親
」
と
な

り
、
我
が
子
を
育
て
る
よ
う
に
、

清
掃
・
美
化
を
し
て
い
く
「
ま

ち
美
化
里
親
制
度
」。
７
月
３
日
、

市
役
所
で
、
新
た
に
登
録
す
る
３

団
体
が
ま
ち
美
化
里
親
制
度
の
同

意
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

今
回
登
録
し
た
の
は
、
藤
枝
特

別
支
援
学
校
、
ま
ち
美
化
い
な
が

わ
、
Ｆ
Ｃ
☆
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
の
３

団
体
。
藤
枝
特
別
支
援
学
校
生
徒

会
長
の
青
木
さ
ん
は
「
１
年
生
か

ら
３
年
生
ま
で
み
ん
な
一
緒
に

な
っ
て
、
地
域
の
た
め
に
清
掃
活

動
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
」

と
ま
ち
美
化
活
動
へ
の
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

国
勢
調
査
と
は

　

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象

に
行
う
、
国
の
最
も
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。
５
年
に
一
度
、
10
月

１
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施
し
ま

す
。
大
正
９
年
に
始
ま
り
、
今
回

で
20
回
目
に
な
り
ま
す
。

★
個
人
情
報
は
保
護
さ
れ
ま
す

　

国
勢
調
査
で
回
答
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
は
、
統
計
の
作

成
・
分
析
に

の
み
使
用
さ

れ
、
外
部
に

出
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
「
国
勢
調
査
」
を
実
施
す
る
年
。
国
勢
調
査
は
、
５
年
に

一
度
実
施
さ
れ
る
、
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
正
確
な

統
計
に
基
づ
い
て
、
公
正
で
効
率
的
な
行
政
を
行
う
た
め
に
は
、

漏
れ
の
な
い
正
し
い
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
問
総
務
課　

☎
６
４
３
・
３
８
１
８

安
心
し
て
、
あ
り
の
ま
ま
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

★
何
の
た
め
の
調
査
？

　

国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
う

調
査
で
す
。
国
勢
調
査
の
分
析

結
果
は
、
国
や
地
方
自
治
体
で

行
う
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
学
術
、
教

育
、
企
業
な
ど
幅
広
い
分
野
で

利
用
さ
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
生
か
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
衆
議
院
議
員
の
小
選

挙
区
の
区
割
り
や
地
方
交
付
税

の
算
定
基
準
な
ど
、
多
く
の
法
令

で
国
勢
調
査
の
結
果
を
利
用
す

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

★
東
日
本
大
震
災
以
降
初
の
調
査

　

日
本
全
国
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
東
日
本
大
震
災
が
起

こ
っ
て
以
来
、
初
め
て
実
施
す

る
国
勢
調
査
で
す
。
そ
の
結
果

は
、
震
災
が
社
会
に
与
え
た
影

響
や
、
地
方
の
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
に
伴
う
児
童
福
祉
、

高
齢
者
の
介
護
・
医
療
、
雇
用

政
策
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
、

国
が
直
面
す
る
課
題
の
施
策
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

★
調
査
の
対
象
は
？

　

住
民
登
録
を
し
て
い
な
く
て

も
、
10
月
１
日
現
在
で
実
際
に

市
内
に
住
ん
で
い
る
人
（
外
国

人
を
含
む
）が
調
査
の
対
象
で
す
。

★
誰
が
調
査
す
る
の
？

　

総
務
大
臣
が
任
命
し
た
調
査

員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
、
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
員
に

は
、
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
調
査
票
は
、

市
か
ら
県
を
通
じ
て
総
務
省
に

集
め
ら
れ
、
集
計
さ
れ
ま
す
。

平
成
27
年
国
勢
調
査
の
特
色

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
可
能

　

今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
９

月
10
日
か
ら
20
日
ま
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
回
答
を
送
信
す
る

と
、
回
答
が
直
接
、
国
へ
届
き

ま
す
。
調
査
票
へ
の
記
入
や
回

収
な
ど
の
必
要
が
な
く
、
手
間

が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
お
持
ち
の
人
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
回
答
を
お

勧
め
し
ま
す
。

調
査
・
提
出
の
方
法

★
９
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
訪
問

　

９
月
上
旬
か
ら
調
査
員
が
各

世
帯
を
訪
問
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
回
答
に
必
要
な
Ｉ

Ｄ
な
ど
の
情
報
を
記
載
し
た
書

類
を
配
布
し
ま
す
。
９
月
下
旬

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回

答
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
世
帯

に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
10

月
１
日
現
在
の
世
帯
の
状
況
に

つ
い
て
調
査
票
に
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
提
出
方
法

　

調
査
票
の
提
出
方
法
が
選
べ

ま
す
。
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
に
よ
る
提
出

専
用
の
封
筒
（
切
手
不
要
）

を
使
っ
て
、
郵
送
で
提
出
。

調
査
員
へ
提
出

調
査
員
に
調
査
票
を
手
渡
し

で
提
出
。

※
調
査
票
の
記
入
方
法
が
分
か

ら
な
い
と
き
や
、
不
備
が
な

い
か
不
安
な
と
き
は
、
調
査

員
が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
そ

の
際
、
必
ず
し
も
封
入
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
守
り
た
い
人
は

封
入
し
て
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

今
を
知
り
　
明
日
を
良
く
す
る
　
国
勢
調
査

インターネットで
回答できます
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募

集

「
食
べ
物
を
選
ぶ
力
」
を
育
て
る

親
子
で
楽
し
い
料
理
教
室

白
ふ
じ
の
里
体
験
教
室

防
衛
省（
自
衛
官
）採
用
試
験

夏
休
み
小
学
生
施
設
見
学
会

ぱ
り
て
サ
ロ
ン

ハ
ー
モ
ニ
カ
と
ギ
タ
ー
の
共
演

▼
対
象
／
小
学
生
（
小
学
校
２
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
と

き
／
８
月
25
日
㈫
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時　

▼
集
合
場
所
／
藤
枝
公

民
館　

▼
見
学
場
所
／
県
地
震
防
災

セ
ン
タ
ー
、
静
岡
科
学
館
る
・
く
・

る
な
ど　

▼
定
員
／
35
人
（
抽
選
）　

▼
参
加
料
／
１
０
０
円　

▼
持
ち

物
／
弁
当
、
水
筒
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具　

▼
申
し
込
み
／
８
月
14

日
㈮
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で

藤
枝
公
民
館
へ

 

☎
６
４
６
・
３
２
１
１

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
人　

▼
と
き
／
９
月
25
日
㈮
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
青
島

南
公
民
館　

▼
定
員
／
40
人
（
抽

選
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申
し

込
み
／
９
月
24
日
㈭
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
青
島
南
公
民
館

へ 

☎
６
３
６
・
３
７
６
５

 

６
３
４
・
０
１
３
５

▼
と
き
／
９
月
10
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
文
化
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容
／
健
康
長
寿
講
座
〜

生
活
習
慣
病
予
防
・
食
事
と
運
動
〜　

▼
定
員
／
30
人
（
申
込
順
）　

▼
参

自
分
で
選
ん
だ
具
材
を
使
っ
た
ス
ー

プ
の
作
り
方
や
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
の
選
び
方
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象
／
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

 

手
打
ち
そ
ば
体
験

▼
と
き
／
８
月
22
日
㈯
午
前
９
時

30
分
〜
正
午　

▼
定
員
／
10
人（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
１
８
０
０
円

や
さ
し
い
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室

▼
と
き
／
８
月
26
日
㈬
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　

▼
定
員
／
12

人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
１

５
０
０
円

▼
申
し
込
み
／
各
開
催
日
の
３
日
前

ま
で
に
、
電
話
で
白
ふ
じ
の
里
へ

 

☎
６
３
８
・
４
１
５
５

▼
対
象
／
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

21
歳
未
満
で
、
高
校
を
卒
業
し
た
人

（
見
込
み
を
含
む
）

防
衛
大
学
校
学
生

▼
受
付
期
間
／
推
薦
・
総
合
選

抜
…
９
月
５
日
㈯
〜
９
日
㈬
、
一

般
（
前
期
）
…
９
月
５
日
㈯
〜

30
日
㈬
、
一
般
（
後
期
）
…
平

成
28
年
１
月
20
日
㈬
〜
29
日
㈮　

▼
第
一
次
試
験
／
推
薦
…
９
月
26 

日
㈯
・
27
日
㈰
、
総
合
選
抜
…
９

月
26
日
㈯
、
一
般
（
前
期
）
…
11

月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
、
一
般
（
後

期
）
…
平
成
28
年
２
月
20
日
㈯

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

▼
受
付
期
間
／
９
月
５
日
㈯
〜
30

日
㈬　

▼
第
一
次
試
験
／
10
月
31

あ
な
た
の
起
業
を
応
援

“
シ
ダ
ビ
ズ
”

志
太
榛
原
地
域
の
経
済
を
盛
り
上
げ
、

ま
ち
を
元
気
に
す
る
起
業
家
を
輩
出
す

る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
／
９
月
４
日
㈮
午
後
７
時
〜

８
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
文
化
セ
ン

タ
ー　

▼
講
師
／
玉
木
潤
一
郎
さ
ん

（（
一
社
）
起
業
家
育
成
協
会
理
事

長
）、山
内
淳じ

ゅ
ん

さ
ん
（
㈲
ア
ン
ド
エ
ー

代
表
取
締
役
）　

▼
定
員
／
60
人（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
申

し
込
み
／
９
月
３
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
創
業
支
援
室

へ 

☎
６
４
３
・
３
２
３
９

sougyou@city.fujieda.shizuoka.jp

市町対抗駅伝練習会･長距離記録会参加者募集
問スポーツ振興課　☎643･3126

後期ニュースポーツ教室
問スポーツ振興課　☎643･3126

　12月５日㈯に行われる「第
16回しずおか市町対抗駅伝」
に向けた練習会と記録会の参
加者を募集します。
市町対抗駅伝練習会
とき／８月18日㈫～９月24 
日㈭の火・木曜日　午後
６時30分～８時

長距離強化記録会
とき／８月22日㈯午前９時～10時（受付：午前８時30分から）
コース・距離／小学生…1,500ｍ、中学生…3,000ｍ、高校
生男子…5,000ｍ、高校生女子…3,000ｍ、一般…3,000ｍ

対象／市内に住んでいる小学生以上の人
ところ／総合運動公園陸上競技場　参加料／無料
持ち物／運動のできる服装、運動靴
※直接会場へ
※成績優秀者は、「第16回しずおか市町対抗駅伝」の市代表
候補に選ばれます。

①ワンバウンドふらば～る
とき／９月８日～10月６日の毎週火曜日
ところ／高洲中学校体育館　定員／30人（申込順）

②フレッシュテニス
とき／９月15日～11月10日の毎週火曜日
ところ／岡部中学校体育館　定員／20人（申込順）

③ミニトランポウォーク
とき／９月16日～11月４日の毎週水曜日
ところ／葉梨小学校体育館　定員／30人（申込順）

対象／市内に住んでいるか、通勤・通学している人（中
学生以下は保護者同伴）　時間／午後７時～８時45分

参加料／①800円（中学生以下は200円）、②③1500円
（中学生以下は500円）
持ち物／名札を付けた運動のできる服装、体育館
シューズ、タオル、水筒
申し込み／９月１日㈫までに、直接または電話・Ｅメー
ルでスポーツ振興課へ
　 sports@city.fujieda.shizuoka.jp

　介護予防のための簡単な読み書き、計算などを行います。
対象／市内に住んでいて介護認定を受けていない65歳以上の人
とき・ところ／
①９月29日～平成28年３月15日の火曜日…生涯学習センター
②９月30日～平成28年３月16日の水曜日…岡部公民館
③10月１日～平成28年３月17日の木曜日…市武道館

　※開催日が祝日の場合は、日にちを変更して開催します。
時間／Ａコース…午前９時10分～10時10分、Ｂコース…午前９時50分～
10時50分、Ｃコース…午前10時30分～11時30分　※②はAコースなし

定員／①・③各コース10人、②各コース８人（申込順）
受講料／月２千円×６カ月（全24回）
申し込み／８月14日㈮から、電話で地域包括ケア推進室へ
教室サポーター募集
　期間中の２週間に１回程度、教室のサポートをしていただきます。
対象／市内に住んでいて事前研修会に参加できる、おおむね60歳までの人
事前研修会／９月８日㈫午前９時30分～午後３時30分
定員／若干名（申込順）　謝礼／１回につき千円
申し込み／８月14日㈮～28日㈮に、電話で地域包括ケア推進室へ

はつらつシニア大学脳学部参加者募集
問地域包括ケア推進室　☎643･3225

市公用封筒への掲載広告を募集
問出納室　☎643･3136

　通知を発送する際に使用する市の公用封筒
に、有料広告を掲載しませんか。
広告掲載物／市公用封筒（単色長形３号）
作成枚数／15万５千枚
規格／縦35㎜×横100㎜（横書き）
募集枠／４枠　掲載料／１枠51,428円
申し込み／８月20日㈭までに、出納室に備え
付けの申込用紙に必要事項を記入し、広告
の原稿を添えて、直接または郵送で出納室
へ　宛先：〒426-8722市内岡出山1-11-1
※申込用紙は、市ホームページからダウン
ロードできます。

※応募多数の場合は、市内事
業主を優先します。

※政治・宗教活動や、意見広
告、個人的宣伝、公の秩序
や善良な風俗に反するもの
は掲載できません。

日
㈯
、
11
月
１
日
㈰

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

▼
受
付
期
間
／
９
月
５
日
㈯
〜
30

日
㈬　

▼
第
一
次
試
験
／
10
月
17

日
㈯

採
用
制
度
セ
ミ
ナ
ー

▼
と
き
／
８
月
16
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
自

衛
隊
藤
枝
地
域
事
務
所（
駅
前
三
）　

▼
内
容
／
各
採
用
コ
ー
ス
の
概
要

説
明　

※
直
接
会
場
へ

問
自
衛
隊
藤
枝
地
域
事
務
所

 

☎
６
４
３
・
６
３
９
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

▼
対
象
／
藤
枝
市
、
焼
津
市
、
島
田

市
で
市
民
活
動
を
し
て
い
る
人
な

ど　

▼
と
き
／
①
９
月
15
日
㈫
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
、
②
10
月
６ 

日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
ま
た

は
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
（
原

則
、
第
１
回
に
参
加
し
た
人
が
対

象
）　

▼
と
こ
ろ
／
文
化
セ
ン
タ
ー　

加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
９
月

９
日
㈬
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
「
ぱ
り
て
」
へ

 

☎

６
４
１
・
７
７
７
７

『
若
返
り
』運
動
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

運
動
で
若
返
る
た
め
の
知
識
を
学
び
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
若
返
り
を
手
伝
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
９
月
11
日
〜
10
月
９
日
の

金
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

（
全
５
回
）　

▼
と
こ
ろ
／
大
洲
公
民

館　

▼
講
師
／
小こ

原は
ら

智と
も

永の
り

さ
ん
（
理

学
療
法
士
）　

▼
定
員
／
10
人
（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
持

ち
物
／
タ
オ
ル
、
水
筒　

▼
申
し
込

み
／
８
月
14
日
㈮
〜
28
日
㈮
に
、
電

話
で
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
へ

☎
６
４
３
・
３
２
２
５

※
個
別
相
談
・
個
別
指
導
も
受
け
ら

れ
ま
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
色
化
粧
泥
を
作
ろ
う

▼
と
き
／
８
月
19
日
㈬
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
陶
芸

セ
ン
タ
ー　

▼
講
師
／
前
田
直
紀
さ

ん
（
陶
芸
家
）　

▼
定
員
／
20
人
（
申

込
順
）　

▼
参
加
料
／
２
５
０
０
円

▼
持
ち
物
／
汚
れ
て
も
い
い
服
装
な

ど　

▼
申
し
込
み
／
８
月
18
日
㈫
ま

で
に
、
電
話
で
陶
芸
セ
ン
タ
ー
へ

☎
６
３
９
・
０
１
４
８

ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
・

リ
ト
ミ
ッ
ク
親
子
教
室

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
親
子
で
体
を
動

か
し
、
心
と
体
を
調
和
さ
せ
ま
す
。

▼
対
象
／
未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者　

▼
と
き
／
９
月
４
日
・
11

日
・
18
日
、
10
月
２
日
・
16
日
の

金
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

10
分
、
午
前
10
時
25
分
〜
11
時
５

分　

▼
と
こ
ろ
／
市
民
会
館
会
議

室　

▼
定
員
／
各
20
組
（
申
込
順
）　

▼
受
講
料
／
１
人
１
５
０
０
円
（
全

５
回
）　

▼
申
し
込
み
／
８
月
８ 

日
㈯
午
前
10
時
か
ら
、
参
加
料
を

持
っ
て
、
直
接
、
市
民
会
館
へ

☎
６
４
３
・
３
９
３
１

▼
と
き
／
８
月
22
日
㈯
午
前
９

時
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
大
洲
公
民

館　

▼
定
員
／
８
組
16
人
（
申
込
順
）　

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
筆

記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾　

 

▼
申
し
込
み
／
８
月
14
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
健
康
推
進

課
へ 

☎
６
４
５
・
１
１
１
１

６
４
５
・
２
１
２
２

▼
内
容
／
①
地
域
が
抱
え
る
課
題
を

ビ
ジ
ネ
ス
の
形
態
で
解
決
す
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
に
つ
い
て

の
講
座　

②
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る

た
め
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク　

▼
講

師
／
飯
倉
清き

よ

太た

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
プ

ラ
イ
ズ
代
表
理
事
）　

▼
定
員
／
①

60
人　

②
各
20
人（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
９
月

８
日
㈫
ま
で
に
、
電
話
で
創
業
支
援

室
へ 

☎
６
４
３
・
３
２
３
９
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お
知
ら
せ

催

し

万
葉
の
彩
り
に
ふ
れ
る「
裂
織
展
」

第
17
回
大
井
川「
川
ま
つ
り
」

玉
露
の
里
夏
休
み
体
験
フ
ェ
ア

『
ビ
ル
マ
の
竪
琴
』
朗
読
と
合
唱

夏
休
み
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
化
石

レ
プ
リ
カ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
」

梨
果
ち
ゃ
ん
フ
ェ
ア

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

募

集

終
戦
70
年
の
節
目
に
、
戦
争
を
テ
ー

マ
に
し
た
児
童
文
学
の
名
作
『
ビ
ル

マ
の
竪
琴
』
を
朗
読
と
合
唱
で
上
演

し
ま
す
。

と
き
／
８
月
22
日
㈯
午
後
２
時
〜
３

時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
文
学
館
講
座

学
習
室　

▼
定
員
／
60
人（
先
着
順
）　

▼
入
館
料
／
無
料　

※
直
接
会
場
へ

問
郷
土
博
物
館
・
文
学
館

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

▼
対
象
／
ど
な
た
で

も
（
小
学
校
２
年
生

以
下
は
保
護
者
同

伴
）　

▼
と
き
／
８

月
29
日
㈯
午
前
11
時
〜
11
時
45
分
、

午
後
１
時
〜
１
時
45
分
、
午
後
２

時
〜
２
時
45
分　

▼
と
こ
ろ
／
郷

土
博
物
館
講
座
視
聴
覚
室　

▼
定

員
／
各
20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

料
／
３
０
０
円　

※
直
接
会
場
へ

問
郷
土
博
物
館
・
文
学
館

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

▼
と
き
／
８
月
23
日
㈰
午
前
10
時
〜　
　

午
後
３
時　

▼
と
こ
ろ
／
玉
露
の

里　

▼
内
容
／
茶
手
も
み
体
験
、
エ

コ
ア
ー
ト
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
体
験
、

暮
ら
し
に
深
い
関
わ
り
の
あ
る
大
井

川
に
つ
い
て
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら

楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
／
小
学
生　

▼
と
き
／
８

月
21
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
（
島

田
市
）　

▼
入
場
料
／
無
料

※
直
接
会
場
へ

問
島
田
土
木
事
務
所
企
画
検
査
課

☎
０
５
４
７
・
３
７
・
５
２
７
２

▼
と
き
／
８
月
22
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
／
梨
や
地
元
農

産
物
の
直
売
、
梨
の
重
さ
当
て
ク
イ

ズ
な
ど　

▼
入
場
料
／
無
料　

※
直
接
会
場
へ

※
梨
の
直
売
は
、
整
理
券
を
配
布
し
、

完
売
次
第
終
了
し
ま
す
。

問
農
林
課 

☎
６
４
３
・
３
２
６
６

万
葉
集
に
収
録
さ
れ
た
歌
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
織
っ
た
、
美
し
い
裂さ

き

織お
り

を
展

示
し
ま
す
。

▼
と
き
／
８
月
18
日
㈫
〜
30
日
㈰　

午 

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
18
日
は

正
午
か
ら
、
30
日
は
午
後
２
時
30
分

ま
で
。
24
日
㈪
は
休
館
）　

▼
と
こ

ろ
／
志
太
郡ぐ

ん

衙が

資
料
館
映
像
学
習
室　

▼
入
館
料
／
無
料　

※
直
接
会
場
へ

※
８
月
21
日
㈮
〜
23
日
㈰
・
29
日
㈯
・

30
日
㈰
は
、
裂
織
作
品
を
販
売
し

平成28年の成人式は１月10日㈰
問生涯学習課　☎643･3047

対象／平成７年４月２日～平成８年４月１日に生まれた人
とき／平成28年１月10日㈰午前10時30分～正午（受付は午前10時～）
ところ／藤の瀬会館、葉梨中学校体育館、広幡中学校体育館、西益津中学校
体育館、生涯学習センター、文化センター、青島北地区交流センター、高
洲地区交流センター、大洲中学校体育館、市民ホールおかべ
※各中学校区ごとに実施します。
※中学校卒業後に藤枝市に転入してきた人や、私立中学校を卒業した人など
は、居住する中学校区の会場へお越しください。
※市外に住所を異動した人で、市内で行う成人式に出席を希望する人は、11
月27日㈮までに、電話で生涯学習課へお知らせください。
※案内通知は、11月下旬から順次発送します。
新成人の協力者とボランティア募集
　式典の企画運営や、アトラクションなどに協力してくれる新成人と、当日
のボランティアを募集します。
申し込み／10月30日㈮までに、電話で生涯学習課へ
平成27年成人式の記念品引き換えを終了します
　８月31日㈪までに、昨年送った成人式の案内通知を持参し、生涯学習セン
ターへお越しください。本人でなくても構いません。

　教職に就くことの誇りと気概を育てる
「ふじえだ教師塾」を開催します。
対象／平成28年度に静岡県教員採用試 
験（小・中学校教諭）を受験する大学
生・大学院生
とき／10月～平成28年３月　土曜日午後
１時30分～４時30分（全12回）
ところ／教育研修センター
内容／教職の魅力を知る研修、授業づく
りの講話、教職専門演習など

定員／20人（書類選考）
受講料／無料
申し込み／８月10日㈪から、学校教育課
に備え付けの願書に必要事項を記入し、
直接または郵送で〒426‒8722市内岡出
山1‒11‒1学校教育課へ

※願書は、市ホームページからダウン
ロードできます。

「ふじえだ教師塾」後期塾生募集
問学校教育課　☎643･3135

岡部宿街道文化まつり
問街道・文化課　☎643･3036

陶芸センターの催し
問陶芸センター　☎639･0148

とき／11月15日㈰午前10時～午後３時
物産市出店者
　飲食物や地場産品などの物産市の出店者を募集します。
ところ／岡部町内旧東海道沿いの屋外（１ブース面
積3.6㎡）

定員／10組（申込順）　出店料／無料
申し込み／９月４日㈮までに、
電話で岡部町商工会（☎
667･0244）へ

※出店に必要な備品は、各自
ご用意ください。

街道文化展出展者
　造形、絵画などの作品の展示や体験講座を開催し
てみませんか。
ところ／岡部町内旧東海道沿いの民家
定員／10組（個人でもグループでも可）
出展料／無料
申し込み／９月４日㈮までに、電話で街道・文化課へ

手ろくろ教室（全10回）
コース・とき／
火曜日午前コース…９月８日～11月10日　午前10時～正午
水曜日午後コース…９月９日～11月11日　午後１時30分～
３時30分

土曜日午後コース…９月12日～11月14日　午後１時30分～
３時30分

定員／各20人（抽選）
電動ろくろ教室（全10回）
コース・とき／
金曜日午前コース…９月11日～11月13日　午前10時～正午
金曜日午後コース…９月11日～11月13日　午後１時～３時
定員／各15人（抽選）
ところ／陶芸センター
受講料／各１万円（別途材料費）
申し込み／８月31日㈪（必着）までに、往復ハガキに郵便番
号・住所・氏名・電話番号・希望の教室とコースを記入し、
〒426-0131市内瀬戸ノ谷1706-1陶芸センターへ

市
立
総
合
病
院

お
見
舞
い
時
の
注
意

市
立
総
合
病
院
で
は
、
院
内
感
染
防

止
の
た
め
、
生
花
・
鉢
植
え
の
持
ち

込
み
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

花
瓶
の
水
や
鉢
植
え
の
土
に
は
多
数

の
細
菌
が
付
着
し
て
い
ま
す
。
免
疫

力
の
低
下
し
た
患
者
さ
ん
へ
の
感
染

防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
立
総
合
病
院
経
理
課

 

☎
６
４
６
・
１
１
５
５

農
作
物
な
ど
を
有
害
鳥
獣
か
ら
守
る

た
め
の
「
電
気
柵
」
は
、
電
気
事
業

法
で
設
置
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
設
置
す
る
際
は
、適
正
な
設
置
・

管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
適

正
に
設
置
さ
れ
た
電
気
柵
で
も
、
安

富
士
山
静
岡
空
港
で
開
催
中
の
空
飛

ぶ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
パ
ー
ク
「
ウ
ゴ
カ

ス
」。
Ｊ
Ｒ
藤
枝
駅
と
空
港
を
つ
な

ぐ
ア
ク
セ
ス
バ
ス
の
利
用
者
に
、
車

内
で
当
日
フ
リ
ー
パ
ス
が
５
０
０
円

割
引
に
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
差
し
上

げ
ま
す
。

▼
と
き
／
８
月
31
日
㈪
ま
で

問
都
市
政
策
課

 

☎
６
４
３
・
３
３
７
３

家
屋
調
査
の
お
願
い

「
電
気
柵
」
の
事
故
防
止

建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
人
は
、
固

定
資
産
税
を
算
定
す
る
た
め
の
家
屋

調
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
次
の
条

件
を
満
た
せ
ば
、
入
居
前
で
も
調
査

が
可
能
で
す
。

▼
条
件
／
完
成
し
た
建
物
の
確
認
申

請
な
ど
を
事
前
に
市
に
貸
し
出
し
す

る
こ
と
が
で
き
、
調
査
日
に
立
ち
会

え
る
こ
と

問
課
税
課 

☎
６
４
３
・
３
２
７
９

ま
す
。

問
文
化
財
課

 

☎
６
４
５
・
１
１
０
０

第
二
次
大
戦
後
に
海
外
か
ら
引
き
揚

げ
て
来
た
人
が
税
関
な
ど
に
預
け
た

通
貨
や
証
券
な
ど
を
返
還
し
て
い
ま

す
。
返
還
の
請
求
は
、
ご
家
族
で
も

で
き
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
／ 

①
上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど 

②
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自

治
会
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証

券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返

還
さ
れ
た
も
の

問
清
水
税
関
支
署
焼
津
出
張
所

 

☎
６
２
８
・
３
５
５
０

引
揚
者
の
通
貨
・
証
券
の
返
還

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

安
全
で
快
適
に
道
路
を
使
え
る
よ
う

に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

•
車
道
と
歩
道
の
段
差
を
解
消
す
る

た
め
の
鉄
板
な
ど
は
設
置
し
な
い
。

•
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
植
木
は
、

枝
を
切
る
な
ど
の
手
入
れ
を
す
る
。

•
看
板
や
の
ぼ
り
旗
を
道
路
に
設
置

し
な
い
。

※
設
置
し
た
鉄
板
や
植
木
が
原
因
で

事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
所
有
者

が
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
建
設
管
理
課

 

☎
６
４
３
・
３
１
６
７

「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実

に
し
た
詐
欺
に
注
意

日
本
年
金
機
構
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス

事
案
に
つ
い
て
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
電
話
や
メ
ー
ル
で
連
絡
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
年
金
情
報
流
出
」

を
口
実
に
し
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。「
情
報
が
流
出
し
て
い
る
の

で
は
？
」
な
ど
心
配
の
人
は
、
専
用

電
話
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
専
用
電
話
窓
口

☎
０
１
２
０
・
８
１
・
８
２
１
１

　

島
田
年
金
事
務
所

☎
０
５
４
７
・
３
６
・
２
２
１
５

楽
し
く
健
康
３
Ｂ
体
操

ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル
タ
ー
の
３
つ

の
用
具
を
使
っ
た
、
誰
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
体
操
で
す
。

▼
と
き
／
９
月
３
日
㈭
、
10
月
１ 

日
㈭
、
11
月
５
日
㈭　

午
前
10
時
〜

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
藤
の
瀬
会
館　

▼
定
員
／
15
人
（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
１
２
０
０
円
（
全
３
回
）　

▼
持
ち
物
／
水
筒
、
タ
オ
ル
、
上
履

き　

▼
申
し
込
み
／
８
月
11
日
㈫
〜

23
日
㈰
に
、
電
話
で
藤
の
瀬
会
館
へ

☎
６
３
９
・
０
１
２
０

富
士
山
静
岡
空
港
ア
ク
セ
ス

バ
ス
で
行
く
「
ウ
ゴ
カ
ス
」

樹
脂
粘
土
に
よ
る
ブ
ロ
ー
チ
・
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
作
り
、
ビ
ー
ズ
ス
ト
ラ
ッ

プ
作
り　

▼
入
場
料
／
無
料
（
一
部

有
料
）　
※
直
接
会
場
へ

問
玉
露
の
里

 

☎
６
６
８
・
０
０
１
９

全
の
た
め
、
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

問
農
林
課 

☎
６
４
３
・
３
３
５
０



ま
ち
か
ど
フ
ァ
イ
ル

15 14Fujieda H27.8.5 広報ふじえだ

藤美園の催し

スマイルキッズタウンふじえだ2015

世界和紅茶会議「和紅茶の世界を拓く」

子育て応援プログラム
「ココロがふわっと楽になる子育てのコツ」

吾亦紅 絵画展

第７回うちせと灯篭流し

池谷圭次と訪ねる 日坂宿

岡部町殿に伝わる行事「虫送り」

催　し

油彩画の展覧会です。
▶とき／８月24日㈪〜29日㈯午前９
時〜午後５時（29日は午後４時まで）　
▶ところ／市民会館　▶入場料／無料
※直接会場へ
問広幡公民館油絵同好会吾

われ

亦
も

紅
こう

（樋口宅）
	 ☎636･0374

の創作と発表　▶定員／20人（申込順）　	
▶参加料／年4,400円　▶持ち物／
2B鉛筆、ノートなど　▶申し込み／
９月30日㈬までに、電話で藤枝川柳
番茶会（松浦宅）へ	 ☎641･6548

員／25人（申込順）　▶参加料／２
千円（全10回）　▶持ち物／タオ
ル、水筒、運動のできる服装
▶対象／市内に住んでいる60歳以上
の人　▶ところ／藤美園（志太）　▶申
し込み／①は８月15日㈯〜 25日㈫
に、②は８月21日㈮〜30日㈰に、電
話で老人福祉センター藤美園へ
	 ☎643･9655

供養の想
おも

いとあなたの願いを込めて、
灯
とう

篭
ろう

を流しましょう。
▶とき／８月15日㈯午後６時30分〜	
８時　▶ところ／内瀬戸谷川谷本橋付
近　※直接会場へ
問うちせと灯篭流し実行委員会（梅

うめ

貝
がい

宅）
	 ☎641･3667

▶とき／８月22日㈯午前10時〜11時	
30分　▶集合場所／日坂宿本陣跡駐
車場（掛川市）　▶講師／池谷圭次さ
ん（元岡部町社会教育指導員）　▶参
加料／300円　※直接会場へ
問岡部を恋

こ

うる会（松谷宛）
	 ☎090･8323･3992

豊作を願い、水稲につく害虫を駆除す
るために行う伝統行事です。
▶とき／８月23日㈰午後６時〜７時	
30分　▶ところ／岡部町殿地区（殿西	
河原から総善寺の間）　※直接会場へ
問殿町内会（山本宅）	 ☎668･0506

子どもたちだけで作った“まち”で働き、
買い物を楽しんで、仕事と社会を楽し
く学びませんか。
▶対象／小・中学生　▶とき／８月
21日㈮〜23日㈰午前10時〜午後４
時（21日は午後１時から、23日は
午後３時まで）　▶ところ／県武道館　
▶参加料／無料　▶持ち物／体育館
シューズ、水筒、タオル　▶申し込み／
８月19日㈬までに、ホームページの
申し込みフォームからNPO法人スマ
イルプロジェクトへ
	 ☎070･5259･8863
	 http://smile-fujieda.net/

▶とき／８月27日㈭午後１時〜５時30	
分　▶ところ／小杉苑（青木二）　▶内
容／基調講演、シンポジウム、懇親交
流会など　▶講師／中村順

より

行
ゆき

さん（静
岡県立大学特任教授）ほか　▶定員／ 
200人（申込順）　▶参加料／基調講
演・シンポジウム千円、懇親交流会３
千円　▶申し込み／８月26日㈬まで
に、ホームページの申し込みフォーム
から世界和紅茶会議実行委員会（㈱共
立アイコム内）へ	 ☎635･4651
	 http://www.wakocha-c.jp/

子どもの自己表現力を伸ばすための親
の関わり方を学びます。
▶対象／小学生以下の子を持つ保護者	
など　▶とき／９月28日㈪・29日㈫、	
10月５日㈪・６日㈫午前９時30分〜	
11時30分　▶ところ／市民会館　▶定 
員／20人（申込順）　▶参加料／千円
（全４回）　▶持ち物／筆記用具　▶申
し込み／８月12日㈬〜９月４日㈮の
平日午前９時〜午後７時に、電話でス
マイル・カフェ（松下宛）へ
	 ☎090･8327･3938
※託児あり（無料）

▶対象／30歳〜50歳の独身の人（男
性は市内に住んでいるか、通勤してい
る人）　▶とき／９月27日㈰午後１
時〜午後３時30分　▶ところ／小杉
苑（青木二）　▶定員／40人（抽選）　
▶参加料／３千円　▶申し込み／８月
27日㈭までに、電話で藤枝商工会議
所女性会へ	 ☎641･2000

①シニアグラウンドゴルフ大会
▶とき／９月３日㈭午前10時〜午
後２時　▶定員／60人（申込順）　
▶参加料／千円　▶持ち物／運動の
できる服装、スティック（ある人）

②体操教室
やさしく無理のない体操です。
▶とき／９月15日〜12月15日の火	
曜日午前10時〜11時30分　▶定 

第23回藤枝市業平の里短歌大会
▶とき／10月25日㈰正午〜午後４時	
30分　▶ところ／岡部公民館　▶参加 
料／２千円　▶持ち物／筆記用具　▶申 
し込み／９月５日㈯までに、200字詰	
原稿用紙に、短歌作品２首と住所・
氏名・電話番号を記入し、92円切
手を貼った返信用封筒を同封の上、	
〒421–1131市内岡部町内谷597–16	
業
なり

平
ひら

の里短歌大会実行委員会（牧田宅）
へ	 ☎667･2459
文学教室（短歌勉強会）
▶とき／11月15日㈰午後０時50分〜	
４時30分　▶ところ／生涯学習セン
ター　▶定員／50人（申込順）　▶参
加料／300円　▶持ち物／筆記用具　
▶申し込み／10月24日㈯までに、原
稿用紙に短歌作品１首と住所・氏名を
記入し、92円切手を貼った返信用封
筒を同封の上、〒426–0037市内青
木1–2–9藤枝市文化協会短歌部（梅
澤宅）へ	 ☎641･2007

催　し

徳
川
家
康
公
顕
彰
四
百
年
記
念

家
康

と
藤
枝

公

家
康
と
藤
八
柿
の
い
わ
れ

川柳の笑いで脳を活性化

第１回 出会いのパーティー

▶対象／高校生以上の人　▶とき／毎
月最終日曜日午後１時〜４時　▶とこ
ろ／生涯学習センター　▶内容／川柳	

募　集

“ロコモ”ってなに？
身

か ら だ

体を知ってリンパ体操
リンパの流れを促すロコモリンパ体操
の基礎を体験します。
▶とき／８月22日㈯午前11時〜正午　	
▶ところ／生涯学習センター　▶定
員／20人（申込順）　▶参加料／千円　
▶持ち物／ヨガマットまたはバスタオ
ル、動きやすい服装　▶申し込み／８
月20日㈭までに、電話でNPO法人リ
ンパ健康教育協会（岸端宛）へ
	 ☎090･5934･7348

問生活環境課　☎643･3681

とき／８月16日㈰午前８時まで
※搬入を開始できる時間は町内会により異なります。各町内会で決められた時間内に、以下の指定場
所に出してください（雨天決行）。供養を済ませた供物などは、必ず透明か半透明の袋に入れて指
定場所に出してください。竹などの長いものは、１メートル以内に切って束ねてください。

瀬戸谷地区
中山遊園地・瀬戸谷第一自治会館横・大出橋の袂

たもと

（右岸）・
中里元茶工場・峠公民館・市之瀬茶工場前・市之瀬橋の
袂・大久保沢橋の袂・大久保公民館・滝ノ谷多目的集会
場・滝口橋の袂・滝沢山鼻橋の袂・上滝沢バス停
…………………………………………………………………
稲葉地区
中山駐在所前・宮原公民館・助宗二番井取水場所下・丸
新茶工場・堀之内バス停北側堤防・谷稲葉会館・寺島会
館・若葉台公園燃やすゴミ集積所
…………………………………………………………………
葉梨地区
西方第１老人憩いの家・西方第２町内会館・大沢寺冷蔵
庫前・元第３水防資材置場・旧上大沢バス停・下大沢不
燃物集積所・北方北部公民館・北方中部公民館・北方南
部町内会館・岩清水農道入口・白藤公園不燃物集積所・
中ノ合町内会館・葉梨公民館前・金沢園横不燃物集積所・
上川公会堂・花倉公会堂・上藪田公民館・下藪田橋の袂・
サニーヒルズ東浦公園集積所・中藪田町内会館・高田町
内会館・時ヶ谷町内会館・時ヶ谷第２町内会館・時ヶ谷
第３町内会館・三沢会館・清里１不燃物集積所Ｂ・清里
２不燃物集積所
…………………………………………………………………
広幡地区
横内橋上左岸・八幡橋上右岸・下当間公会堂・久保田公
会堂・水守町内会館駐車場・潮ふれあい広場・仮宿公会堂
…………………………………………………………………
西益津地区
六間川橋の袂・西益津公民館・藤枝消防署横(瀬戸川)・
西高橋の袂・ガゼルの森前空き地・藤枝稚苗園芸東六間
川左岸・青池東側

藤枝地区
左車会館・五十海第３公園・市部公園・藤岡会館・長楽
寺公園・下伝馬会館・勝草橋左岸・金吹橋の袂・日切地
蔵前
…………………………………………………………………
青島地区
勝草橋上右岸・ふじみ台梅園入口・前島仲通弘法堂前・
青島第一自治会館前・青島東小通学路青木橋の袂・興福
寺・駅西公園南側入口・田沼中会館北側水路の堤・田沼
南公会堂・新南新屋団地１号棟橋の袂・青葉町南町内会
館・青葉町中公会堂・青南橋の東側・追分町内会館・内
瀬戸公民館・瀬戸公民館・三軒屋ふれあい会館・一里山
公民館・駿河台コミュニティーセンター
…………………………………………………………………
高洲地区
旧きもの熱愛会駐車場・切島第２ふれあい広場駐車場・
黒石川橋の袂・仁平公会堂北側黒石川堤・万太夫橋左岸
100ｍ下・兵太夫下集会所・高洲第４自治会館・西高橋
右岸下流100ｍ先地蔵前・外川原墓地・木屋川橋の袂・
杉本様宅前・与左衛門ふれあい広場東側
…………………………………………………………………
大洲地区
忠兵衛内藤様宅東側・弥左衛門萩原様宅前用水路橋の袂・
土瑞橋の袂・栃山川あぶみ橋の袂・大弥橋の袂・大井川
河川敷駐車場・大石様宅南側1番水路の袂・大井川日清
紡排水先・長昌寺前・科研製薬南側大井川河川敷スポー
ツ広場駐車場
…………………………………………………………………
岡部地区
供物などは例年通り、通常のごみ収集日に収集しますの
で、町内の各集積所へ分別して出してください。

盆の精霊送りの供物などを臨時収集します

指定場所一覧

藤枝市文化協会 短歌部

慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）
９
月
、

家
康
は
軍
勢
を
率
い
て
、
東
海
道
を

西
に
進
み
、
石
田
三み

つ

成な
り

が
指
揮
す
る

西
軍
と
の
決
戦
場
・
美み

の
の
く
に

濃
国
関
ヶ
原

へ
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

藤
枝
宿
に
さ
し
か
か
っ
た
９
月
６

日
、
家
康
は
宿
内
の
洞と

う

雲う
ん

寺じ

に
馬
を

止
め
休
憩
。
そ
の
と
き
、
寺
の
檀だ

ん

家か

で
あ
る
五
十
海
村
の
橋
本
藤と

う

八は
ち

が
、

屋
敷
の
柿
を
献
上
し
た
と
こ
ろ
、
家

康
は
柿
の
異
名
を
尋
ね
ま
し
た
。
藤

八
は「
美
濃
の
大お

お

柿が
き

で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
答
え
、そ
れ
を
聞
い
た
家
康
は「
美

濃
の
大お

お

垣が
き

は
、
は
や
我
が
手
に
入
っ

た
ぞ
」
と
大
喜
び
。
西
軍
の
本
営
は

美
濃
国
大
垣
城
に
あ
っ
た
の
で
す
。

藤
八
は
大
柿
を
大
垣
と
か
け
る
見

事
な
機
転
を
利
か
せ
、
家
康
に
勝
利

を
予
感
さ
せ
る
縁
起
の
良
い
言
葉
を

贈
っ
た
の
で
す
。
戦
況
を
心
配
し
て

い
た
家
康
に
と
っ
て
、
藤
八
の
頓と

ん

知ち

は
痛
快
で
心
強
く
感
じ
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
９
月
15
日
の

関
ヶ
原
合
戦
で
は
、
家
康
の
東
軍
が

大
勝
利
。
家
康
は
帰
陣
の
折
、
藤
八

に
羽は

織お
り

袴は
か
ま

を
与
え
、

柿
の
異
名
を
藤
八

柿
と
呼
ぶ
よ
う
命

じ
ま
し
た
。



写真コンテスト入賞作品
今年開催した「桜まつり」写真コンテストには117点、「藤まつり」写真コンテストには138点の応募があり、審査の結果、
入賞作品が決定しました。入賞作品は８月11日㈫～17日㈪に市役所ロビーで、８月19日㈬～25日㈫に岡部支所ロビー
でそれぞれ展示します。	 問商業観光課　☎643･3078

①市長賞 池田　俊
とし

紀
き

さん　「我が子見守る母の愛」
②市観光協会長賞 澤本　　衛さん　「華やか」
③藤枝商工会議所会頭賞 杉山　三郎さん　「お友達になりたいナ」
④藤まつり実行委員会長賞 松永　秀樹さん　「長藤に感動」
⑤蓮華寺池保勝会長賞 小林　眞市さん　「赤い帽子」

❶市長賞 陶
すえ

守
もり

　弘志さん　「夜桜の下屋敷」
❷県観光協会長賞 澤本　　衛

まもる

さん　「霧立つ春」
❸市観光協会長賞 伊久美三代子さん　「桜とサクラ」
❹藤枝商工会議所会頭賞 望月　正晴さん　「さくら舞う頃」
❺金比羅山保勝会長賞 仙島　道夫さん　「桜の下の地蔵尊」
・佳作 小

こ い で

出　光
みつ

郎
お

さん　「藤枝太鼓」
・佳作 石上　　勇さん　「春の蓮華寺池公園」
・佳作 渡邉　勝実さん　「桜満開」
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